
島根県立西部社会教育研修センター所報 ２０１９年度

H31・4・15

大きな真新しいランドセルが目に留まります。

カラフルなランドセルが、小さな身体にひとき

わ大きく感じられる新しい年度の始まりを迎え

ました。特に天皇陛下のご退位とご即位、それ

に伴う新しい元号「令和」のスタートを間近に

控え、「社会教育法が生まれて７０周年」となる

今年は、高揚した気分が一層盛り上がります。 

 当「県立西部社会教育研修センター」は、平

成22年に「県立西部生涯学習推進センター」か

ら名称と機能を改編しました。生涯学習社会を

推進するため、県民の皆さまに学びの場の提供

と学びの成果の循環を生み出す、という役割か

ら、社会教育に関わる皆さまに研修の場を提供

し、社会教育を推進し「地域づくりをになう人

づくり」を支援することが中心となりました。 

学校では、「子どもたちが将来どんな大人にな

っているか」ということを思い描きながら教育

活動に取り組みます。詰まるところ、教育の力

とは、「将来を見通す力、その上で課題を見出し、

解決策を求める力」とも言えると思います。  

「地域づくり」「人づくり」という言葉にも悩

ましさがあります。「地域」にしても「人」にし

ても、他の誰かが、何かを組み合わせたり足し

たり引いたりしてつくれるものではなく、「地域

が〇〇〇〇になる」「地域の〇〇〇〇に向けて」

などの動きや変化に向かう仕組みや活動をつく

り取り組む。「人が〇〇〇〇するために」「人が

〇〇〇〇になるために」などの動きや変化に向

かう仕組みや活動をつくり取り組む。これが「地

域づくり」「人づくり」で、〇〇〇〇に当たる、

「願い」や「展望」が大切なのだと思います。 

ところで、次の言葉からどんなことを連想し

ますか？ 「『やってみよう』という気持ちが重

要」「話し合いをきちんと、一部の人の活動とな

らないように」「活動を通して住民どうしのつな

がりづくり」「働いている人、親世代への働きか

けが大切」「自分のこととして」…。これらは、

今年の 2月に開催された「今年は『小さな拠点

づくり』とコラボ 地域づくりオールスター祭」

（ふるさと島根定住財団、島根県 共催）での、

全体会「始まってます！ 小さな拠点づくり」で

コーディネーターの方がまとめられた内容の一

部です。これを聞いていて、我々が研修の場で

よく使うキーワードと同じなんだ、と改めて思

いました。「小さな拠点」づくりは、住民同士で

話し合い、取組を決めて、実現させていく、と

いうプロセスが必要です。住民自治として、い

わば「決める」「実現させる」という政治の力も

大切になります。 

将来を見通す教育の力と物事の実現をめざす

政治の力が両輪となってこそ、「地域づくり」「人

づくり」は前に進むのだと思います。また、そ

れが「開かれ、つながる社会教育へ」の一つの

姿と考えています。  

春、当センターも新しいスタッフを迎え、新

たな「和
なご

やかな風」が吹いています。年度末の

宣言どおり「おしゃれな」研修や講座に向け磨

きをかけるとともに、今年は「地域魅力化プロ

グラム」の普及と活用にも力を入れていきます。

いずれも各地で社会教育に携わっておられる

方々をはじめ、多くの皆さまのご理解とご協力

に支えられてこその社会教育研修センターと考

えております。今年度もより一層のご支援を賜

りますよう、お願い申しあげます。 

島根県立西部社会教育研修センター 

        所 長   舟木 志郎 



平成３１年度／令和元年度

西部社会教育研修センター

月 日 研修・講座名 会場

２２（水）

３０（木）

公民館等職員研修①

地域魅力化プログラム体験講座

いわみーる

いわみーる

５ （水）

１３（木）

２８（金）

公民館等職員研修②

コーディネーター研修

公民館等職員研修③

いわみーる

浜田合庁

いわみーる

１２（金）

２６（金）

３１（水）

ファシリテーター養成講座①

しまねの社会教育基礎講座 浜田会場

しまねの社会教育基礎講座 益田会場

いわみーる

江津市総合市民センター

津和野町池河公民館

２７（火） ファシリテーター養成講座② いわみーる

３ （火）

１３（金）

ファシリテーター養成講座③

公民館等職員研修④

いわみーる

いわみーる

３（木）

１８（金）

社会教育委員研修

公民館等職員研修⑤

あすてらす

江津少年自然の家

２３

（土・祝）
しまねの社会教育フォーラム2019 サン・レイク

２０（月）～
２４（金）

２７（月）
・２８（火）

２９（水）～
３１（金）

社会教育主事講習Ｂ

生涯学習概論

社会教育計画

社会教育演習

いわみーる

いわみーる

江田島

３（月）～
５（水）

６（木）～
１８（火）

１９（水）～
２７（木）

社会教育主事講習B

社会教育計画

社会教育特講

社会教育演習・現地研修

いわみーる

いわみーる

サン・レイク 外

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１月

２月

＊研修・講座の案内・申込は、各市町の教育委員会を通じて行っておりますが、
個人で要項等をご希望の方はセンターまでご連絡ください。

＊社会教育主事講習Bについては現段階の予定です。



社会教育委員の役割を確認し、求められる力を学び、具体的な動きや
社会教育行政との連携のあり方について考える場とします。

学校・家庭・地域等との連携・協働を進めていく上で大切なコーディ
ネート上のポイントについて考え、今後の実践への意欲を高める場と
します。

地域づくりに主体的に参画する人づくりに向けて、参加型学習を活用
したワークショップや話し合い等を企画・進行できる力を高める場と
します。

『地域魅力化プログラム』の内容や意義を知り、活用の方法を考える場
とします。また、体験講座は、市町村支援としても受け付けます。

３回目（9/3）は地域住民役も募集！

しまねの社会教育の基礎的な考え方や実際を知り、社会教育を推進して
いくために必要なことやできることを学ぶ場とします。

県内の社会教育関係者が一堂に会し、実践者の発表をもとに自身の活動をふり
返り、各地域における活動の質の向上、さらに人の輪を広げるための連携のあ
り方を考える場とします。

市町村の取組を応援します！
社会教育に関する事業・研修・会議等について相談に応じ、一緒に考え、アイディアを探ります。また、必要に
応じて資料の提供やファシリテーター等の役割を果たします。詳しくはセンターまでお問い合わせください。

社会教育にかかわる人材養成研修

公民館等職員に必要な事業推進のための専門的知識・技能を学ぶ場と
します。

講師： 氏（滋賀大学教授）

講師： 氏（下関市立大学准教授）

市町村支援

（浜田会場）
江津市総合
市民センター

（益田会場）
津和野町
池河公民館

講師： 氏（国立教育政策研究所総括研究官）

５回目（10/18）は、東西合同発表会です。
江津少年自然の家へ行き応援を！！



社会教育主事講習等規程の一部を改正する省令（平成30年文部科学省令第5号 H30,2月28日公布）が、

次のとおり 令和２年度（平成３２年度）講習から施行され、科目が替わります。

第3条 社会教育主事となる
資格を得ようとする者は、講
習において次の表に掲げるす
べての科目の単位を修得しな
ければならない。

令和２年度（平成３２年度）講習から

生涯学習論 2単位

生涯学習支援論 2単位(替･新)

社会教育経営論 2単位(替･新)
社会教育演習 2単位

『地域魅力化プログラム』は、社会教育関係者に活用いただくことで、地域住民に主体的な学びと
動きが生まれ、地域づくりに参画する人づくりの機運が醸成していくことを期待して作成しました。

令和2年度から
社会教育主事
講習が

変わります

公民館等実態調査や市町で行われた研修状況調査を行います。

本年度も引き続きご協力をお願いいたします。

社会教育の情報や地域の実践を紹介します。

社会教育・生涯学習に関わる指導者情報・研修プログラムなどの
情報を提供します。

社会教育・生涯学習に関する図書や資料を貸し出します。
書籍名は、センターホームページで閲覧することができます。

今年度も引き続き総務を担当
します。昭和の中頃のバスに乗
り平成もなんとか通過、今回は
令和のバスにも乗れそうです。
乗れるかな？
どうぞよろしくお願いいたし

ます。 永井 宏子

・説明：「地域魅力化プログラム」とは ・体験：プログラム体験
・感想共有：体験して気づいたこと、考えたこと ・演習：活用について考える内容

新規
事業

その他
事業

『地域魅力化プログラム体験講座』（主催研修）を実施します！

5/30(木）
いわみーる

にわかに脚光を浴びた“万葉

集”最古の和歌集とか。さまざ
まな事象を表現する言葉の多様
なこと！美しい景色を見ても、
それを表現する言葉が見つから
ない自分にもどかしさをおぼえ
ます。学ぶ時は今でしょうか？
センターの研修にもぜひお出か
け下さい。

家田 ゆかり

この4月より川本町教育委員会
より転任してまいりました。
これまでお世話になっていたセ
ンターで自分が勤務することに
なり、より広い視野で社会教育
を眺めることができ喜んでいま
す。派遣での経験を活かし、早
く自分の持ち味を発揮してお役
にたてるようがんばっていきた
いと思います。

社会教育主事 佐々木 努

中村浩志です。2年目となりま
した！平成から令和に元号が変
わりました。昭和から平成に
なった時、私は小学校4年生で
した。あれから30年…。平成に
は、自分のいろいろな思い出が
詰まっていることに改めて気づ
きました。
これから続く令和の時代も、

自分にとって、家族にとって、
そして社会教育に携わるすべて
の人にとって良い時代になりま
すように！

社会教育主事 中村 浩志

懐メロの世界では、浮気心がわき起こりがちな
３年目となりました。当センターの業務遂行に誠
心誠意集中しながらも、時に、外れそうな場面で、
スタッフは笑って許してくれるでしょうか…。
今年も視野を広げアンテナを高く、地域の動き、

世の中の動きに「虫の目」「鳥の目」で迫りたい
と思います。よろしくお願いします。

所長 舟木 志郎
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〇社会教育にかかわる調査・研究

〇学習相談

〇書籍の閲覧・貸出

〇情報紙「しまねの社会教育だより」

【新設】第8条-3
修了証書を授与され

た者は、社会教育士
（講習）と称するこ
とができる。

今年度の講習まで

生涯学習論 2単位
社会教育計画 2単位
社会教育演習 2単位
社会教育特講 3単位

今年度までの講習修了者も令和２年度からの講習修了者も、「社会教育主事」の発令を受ける資格としては変わりありません。
※修得した「生涯学習概論」と「社会教育演習」の科目は次年度以降も有効です。
※講習を修了した者が、「社会教育士」と称するためには、「生涯学習支援論」「社会教育経営論」の修得が必要です。


